




はじめに 

中部圏のものづくり産業や人々の暮らしを支える名古屋港は、これまで、様々な人

とのつながりを大切に、多くの人の尽力によって発展を遂げてきました。 

港湾物流によりサプライチェーンをつなぐ人、産業活動により経済を活性化する人、

港に親しみにぎわいを創出する人など、多様な人の相互作用が名古屋港の力の源と

なってきたことは言うまでもありません。 

今回、長期構想の検討にあたって、名古屋港に関わる人々の視点に着目し、こうし

た人々が望む価値が高い名古屋港こそが、目指すべき姿であると考えました。 

一方で、名古屋港を取り巻く環境は、近年、大きく変化しており、柔軟かつ迅速な

対応がこれまで以上に求められています。また、名古屋港が持続的に発展していくた

めには、これまでの経済活動の場としてだけでなく、社会的課題にも対応し、バランス

のとれた開発を進めることが重要であるとの意識に変化しています。 

このような認識のもと、今回の長期構想では、20～30 年先の名古屋港のありた

い姿を取りまとめました。取りまとめにあたっては、名古屋港のありたい姿を名古屋

港の将来像とし、この実現に向け何が必要か、バックキャスティングの手法を用いて

考えました。 

こうして策定した長期構想は、名古屋港に関わる人々が将来に向かって行動する

ためのビジョンであるだけでなく、名古屋港に関わってほしい人々や関心を持ってほ

しい人々に対するメッセージでもあります。 

そのため、あらゆる人々が共感できるものであること、長期的な視点であらゆる

人々が望む名古屋港の姿が示されていること、また、理想に終始せず、現実を踏まえ

た具体性を持った取組の方向性が示されていることが必要です。 

これらを示すことで、名古屋港に対して希望や期待をもてるビジョンになるとともに、

名古屋港に関わる人々がそれぞれの役割を認識し、新しい名古屋港の実現に向けた

ビジョンとなることを願っています。 
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７ 

施
策
の
方
向
性 

施策の方向性 Ⅰ-ｃ  

シームレスな物流環境を構築する 

 

労働力不足への対応や、情報通信技術の進展により物流全体の変革が進むなか、変化に適応
し、生産性が高く効率的な物流サービスを提供する港を目指します。 
その実現のため、複数の事業者が円滑かつ効率的に利用でき、自動車専用船、フェリー、RORO
船※に対応した複合一貫輸送の拠点を形成します。 
また、港内の道路・航路交通が円滑であることに加え、海・陸・空にわたるサプライチェーン
全体の輸送モード間の情報が連携でき、自動運転トラックや、自動運航船などの新技術にも対応
するなど、シームレスな物流環境を構築します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向性 Ⅰ-ｄ  

港湾物流の脱炭素化を推進する 

 

世界的に脱炭素化が推進されるなか、エネルギーの適正利用により、カーボンニュートラルな
物流サービスを提供する港を目指します。 
その実現のため、荷役機械の水素燃料化や電動化、船舶や車両への次世代燃料の供給体制の 
構築、モーダルシフトによる物流の効率化などに取り組み、貨物の荷さばき・積卸や船舶・車両
による貨物輸送時など港湾物流の脱炭素化を推進します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典︓株式会社三井 E&S HP 

商用運転を開始した水素燃料電池駆動ラバータイヤ式門型クレーン（ロサンゼルス港） 

シームレスな物流のイメージ 

※RORO船︓Roll on Roll off 船の略称で、貨物を積んだ車両
が自走して乗り込み、そのまま運搬できる船舶のこと 
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